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スタッフ紹介

　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と

挨
拶
を
し
た
後
、目
に
付
い
た
の
が
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
で
あ
っ
た
。非
常
勤
の
先
生

方
や
臨
床
工
学
技
士
の
方
も
つ
け
て

い
る
と
か
。

　

見
る
と
微
笑
ま
し
く
な
り
緊
張

も
ほ
ぐ
れ
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
患

者
様
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
と
言
う
。ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
エ
プ
ロ

ン
な
ど
も
決
ま
っ
た
形
で
は
な
く
、形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
由
さ
が
あ
って

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
、師
長

の
考
え
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、管
理
面
で
も
生
か
さ
れ

て
い
る
。患
者
様
の
安
心・安
全
を
第

一に
考
え
、そ
の
た
め
に
何
が
出
来
る

か
、ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か
を
考
え

な
が
ら
看
護
し
て
い
く
が
、自
分
に

余
裕
が
な
い
と
よ
い
看
護
は
出
来
な

い
が
、自
分
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
職
場
で
あ
れ
ば
、意
欲
も
湧
き
自

発
的
な
効
果
で
看
護
師
の
士
気
が

あ
が
り
、最
終
的
に
患
者
様
の
看
護

に
良
い
結
果
に
な
って
表
れ
て
い
く
と

の
師
長
の
言
葉
に
納
得
し
た
。

　

師
長
と
言
う
も
の
は
、管
理
だ
け
で

な
く
、一緒
に
働
き
現
場
の
状
況
を
把

握
し
て
、誰
で
も
話
せ
る
環
境
を
作
る

の
も
仕
事
で
あ
り
、そ
れ
が
、和
を
保

つ
秘
訣
だ
と
教
え
て
く
だ
さった
。

　

透
析
施
設
の
勤
務
は
、朝
は
早

く
、夜
は
遅
い
。そ
の
勤
務
体
制
の
中

で
、ご
自
分
の
経
験
か
ら
変
則
勤
務

制
度
導
入
や
年
休
の
時
間
休
取
得

な
ど
、子
育
て
支
援
体
制
を
き
ち
ん

菊池内科クリニック
医療法人博友会

 富 田  絹 枝さん

to be professional 何 ぶのかを

筑波大学附属病院　栄養管理室室長

岩 部 博 子

　
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
と
、

糖
尿
病
や
、
肥
満
等
の
病
名
が
浮

か
び
ま
す
が
、
腎
臓
病
も
食
習
慣

が
腎
臓
機
能
の
将
来
に
影
響
を
及

ぼ
す
「
生
活
習
慣
病
」
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
満
は
、
高

血
圧
や
、
動
脈
硬
化
症
の
危
険
因

子
に
な
り
、
動
脈
硬
化
症
は
血
管

を
傷
け
る
た
め
細
か
い
血
管
が
集

ま
って
い
る
腎
臓
に
悪
い
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

腎
臓
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
否
か
は
、
食
生
活
次
第

と
いって
も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

　

腎
臓
病
の
早
期
は
、
自
覚
症
状

が
な
く
気
が
付
き
に
く
い
も
の
で

す
。
自
分
自
身
の
適
正
体
重
を

知
り
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
基
準
と
な
る
数
値

は
B
M
I
（
体
格
数
値
）※
１
を
用

い
ま
す
。

　

B
M
I
が
25
以
上
の
場
合
は
、

適
正
な
体
重
を
目
標
に
し
ま
す
。

　

適
正
体
重
は
、
適
正
体
重（
㎏
）

＝
身
長
（
㍍
）×
身
長
（
㍍
）×
22

で
算
出
し
ま
す
。現
在
の
体
重
が
、

適
正
体
重
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る

場
合
は
、減
量
作
戦
を
行
い
ま
す
。

減
量
作
戦
は
、
い
つ
も
食
べ
て
い
る

食
事
の
カ
ロ
リ
ー
（
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
と
、
減
量
す
る
た
め
に
守

る
べ
き
食
事
の
カ
ロ
リ
ー
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

守
る
べ
き
食
事
の
カ
ロ
リ
ー（
適

正
エ
ネ
ル
ギ
ー
）は
、
先
ほ
ど
の
適

正
体
重
に
生
活
強
度
※
２
を
か
け
て

計
算
し
ま
す
。

　

仮
に
、
適
正
体
重
が
、
65
㎏
の

方
で
生
活
強
度
が「
軽
25
（
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
）」の
方
の
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
だ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
65
㎏×

25
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
＝
1
6
2
5
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
で一日
に
約
1
6
0
0
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
が
、
適
正
体
重
を
維

持
す
る
た
め
の
、
守
る
べ
き
一日
の

カ
ロ
リ
ー（
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

普
段
の
食
事
の
、
カ
ロ
リ
ー
計

算
や
、
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め

の
食
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
受
診
時
に
管
理
栄
養
士
が
、

食
事
栄
養
指
導
等
で
対
応
し
、

食
生
活
の
問
題
点
を
一緒
に
考
え
、

適
正
体
重
へ
導
く
ヒ
ン
ト
を
お
教

え
し
ま
す
。
是
非
、
ご
自
分
の
体

重
管
理
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、
減
塩
レ
シ
ピ
を
紹
介

し
ま
す
。

　

皆
が
健
康
で
幸
福
に
な
る
様
に
最

善
を
尽
く
す
こ
と
を
基
本
理
念
に
、

菊
池
内
科
ク
リ
ニッ
ク
を
オ
ー
プ
ン
し

た
院
長
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
も
笑

顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く
対
応
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
の
基
本
理
念
は
、
忙
し
い
と
人

間
関
係
が
悪
く
な
り
患
者
様
に
影

響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
余
裕

を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
に
も
表
れ

て
い
る
と
思
っ
た
。

　

院
長
先
生
の
語
り
口
調
に
お
人

柄
が
表
れ
て
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
患

者
様
に
も
居
心
地
の
良
い
場
所
で
あ

る
こ
と
が
、
短
時
間
で
も
感
じ
ら
れ

る
ク
リ
ニッ
ク
で
あ
っ
た
。

　

菊
池
内
科
ク
リ
ニッ
ク
で
は
、
既

存
の
清
涼
飲
料
水
の
自
動
販
売
機

を
院
長
先
生
と
自
動
販
売
機
会
社

の
株
式
会
社　
い
い
じ
ま
様
の
ご
好

意
に
よ
り
ま
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ベ

ン
ダ
ー
に
変
更
し
て
下
さ
り
、
10
月

か
ら
御
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

院
長
先
生
、
自
動
販
売
機
会
社

の
株
式
会
社　
い
い
じ
ま
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

と
し
た
職
場
づ
く
り
も
し
て
い
る
。

　

富
田
師
長
と
院
長
先
生
と
の
付

き
合
い
は
筑
波
学
園
病
院
か
ら
と

長
く
、職
員
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

の
で
安
心
し
て
診
療
に
打
ち
込
め
る

と
、院
長
先
生
か
ら
も
絶
大
な
る
信

頼
を
得
て
い
る
。

　

医
療
知
識
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

透
析
技
術
や
I
T
技
術
に
対
応
す

る
た
め
日
々
勉
強
の
毎
日
だ
が
、休

日
は
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
し
、体
力
増
進

の
た
め
近
く
の
施
設
に
通
い
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
る
。ス
レ
ン
ダ
ー
な
体
は
、

日
々
の
生
活
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
は
、臨
床

工
学
技
士
の
方
や
看
護
助
手
さ
ん
に

つ
い
て
の
働
き
ぶ
り
を
話
さ
れ
、そ
の

中
に
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
、全
て
に

行
き
届
い
た
方
で
あ
っ
た
。

頑張っている！

看護師長

菊 池  博様

理事長・院長

腎臓と食事療法 早い段階で
腎臓を守るために

※１　BMI
BMI ＝ 体重（kg）÷身長（m）×身長（m）

18.5未満 やせ
18.5以上25未満 標準
25以上 肥満

※２　生活強度

軽い 25～30 kcal  事務職・  軽い手作業等 

普通 30～35 kcal  営業職・  接客業等

重い 35 kcal 農業・
  土木業等

適正体重 （身長172cmの例）
適正体重身長（m） 身長（m）

1.72m × 1.72m × 22 = 65.08kg 

適正エネルギー （軽い生活強度の例）
65kg × 25kcal = 1,625kcal

算例計

1日の摂取目安 約1,600kcal



Beansビーンズ 2011年 冬号（3）

　
い
の
ち
の
学
習
会
は
、
県
内

の
学
校
や
団
体
等
の
学
習
会
へ

講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
・一
般
市
民

の
皆
様
に
命
の
大
切
さ
や
移
植

医
療
の
現
状
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
本
県
の
移
植
医
療
の

推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

財
団
法
人
い
ば
ら
き
腎
バ
ン
ク

が
開
催
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
命
の
大
切

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
平
凡
だ
け
ど

健
康
で
生
ま
れ
て
き
た
幸
せ
、

い
の
ち
は
皆
平
等
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
願
って
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
茨
城
県
臓
器
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
移
植

専
門
医
、
看
護
師
等
医
療
従

事
者
、
臓
器
移
植
経
験
者（
臓

器
提
供
者
・
臓
器
移
植
を
受

け
た
者
）で
、学
習
会
の
目
的
・

要
望
・
年
齢
に
合
わ
せ
て
派
遣

い
た
し
ま
す
。

　
「
話
そ
う
大
切
な
人
と
」
を

D
V
D
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、

D
V
D
鑑
賞
後
自
ら
考
え
・

発
表
・
話
し
合
う
、
そ
の
話
し

合
い
の
輪
が
学
校
か
ら
家
庭
へ
、

家
庭
か
ら
地
域
へ
、
地
域
か
ら

全
国
へ
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
って
お
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

to be professional 何 ぶのかを

自然災害と透析について
筑波大学附属病院　臨床工学技士

逆 井 健 一

　

腎
臓
の
働
き
が
あ
る
一
定
以
上

低
下
す
る
と
体
内
に
毒
素
が
溜
ま

る
た
め
、こ
れ
ら
を
除
去
す
る
た
め

に
通
常
週
3
回
の
定
期
的
な
血
液

透
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
3
月
11
日
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
直
後
か
ら
、被
災
地
で

は
透
析
が
出
来
な
い
施
設
が
続
出

し
ま
し
た
。そ
の
為
、交
通
網
が
遮

断
し
て
い
る
な
か
遠
方
への
透
析
通

院
や
他
県
へ
の
緊
急
避
難
な
ど
、透

析
の
継
続
が
困
難
で
あ
っ
た
事
例

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
問
題
は
今
回
の

地
震
に
限
っ
た
事
で
は
無
く
、阪
神

淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
沖

地
震
で
も
同
様
の
問
題
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ

る
の
か
？
地
震
直
後
か
ら
多
く
の

家
庭
で
電
気・水
道
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

み
な
さ
ん
も
生
活
用
水
を
確
保
す

る
の
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。こ
の
現
象
は
医
療
施
設
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

透
析
は
治
療
の
特
徴
上
、水
道
や

電
気
と
いっ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
必

要
と
し
ま
す
。体
内
か
ら
毒
素
を

除
去
す
る
た
め
に
、1
回
の
治
療
で

水
を
1
人
当
た
り
1
2
0
リ
ッ
ト

ル
も
必
要
と
し
ま
す
が
、通
常
1

施
設
に
数
十
人
〜
数
百
人
の
透
析

患
者
さ
ん
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、災
害
時
に
数
ト
ン
に

及
ぶ
大
量
の
水
を
確
保
す
る
の
は

非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

透
析
を
行
う
た
め
の
機
械
を
稼
働

さ
せ
る
た
め
の
電
気
や
治
療
物
品

も
必
要
と
な
り
ま
す
。地
震
な
ど

の
自
然
災
害
は
建
物
や
設
備
の
損

壊
、水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
断
絶
、医
療
物
資
の
不
足
が

起
こ
り
や
す
く
復
旧
に
も
長
期
間

を
要
す
る
た
め
、一
度
に
多
く
の
透

析
患
者
さ
ん
が
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
状
況
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
で
の
経
験
よ

り
色
々
と
整
備
は
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、今
回
の
震
災
は
予
想

を
上
回
る
災
害
で
あ
っ
た
為
、必
ず

し
も
十
分
な
対
応
が
出
来
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
の
災
害
時

に
備
え
こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ

な
い
よ
う
、被
害
の
程
度
に
応
じ
た

大
型
給
水
車
に
よ
る
水
の
供
給
や

自
家
発
電
に
よ
る
電
力
の
確
保
、

耐
震
設
備
な
ど
の
様
々
な
体
制
を

整
え
て
い
く
必
要
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財団法人いばらき腎バンク役員名簿
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監　　事
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筑波大学教授
大場内科クリニック理事長
茨城県市長会会長（守谷市長）
筑波大学教授
茨城新聞（株）代表取締役社長
（社）茨城県銀行協会理事長
茨城県腎臓病患者連絡協議会会長
茨城県町村会会長（河内町長）
住吉クリニック病院理事長
茨城県教育委員会教育長
国立病院機構 水戸医療センター  院長
茨城県保健福祉部次長
大洋興産（株）社長
(財）筑波メディカルセンター病院長
（社）茨城県身体障害者福祉団体連合会 会長
茨城県医師会会長
茨城県厚生農業協同組合連合会  代表理事専務
筑波大学教授
東京医科大学茨城医療センター  腎臓内科教授
独立行政法人労働者健康福祉機構  千葉労災病院長

氏  名役  職 所  属

（平成23年6月30日現在）

賛助会員・寄付金募集要項平成23年度 寄付金会員名簿

【賛助会員募集対象】
法人賛助会員ならびに個人賛助会員
【賛助会費】
法人賛助会費5口以上50,000円以上
個人賛助会費1口以上10,000円以上
【賛助会費募集目標額】
年間3,000,000円

◆ 銀　　行： 常陽銀行 研究学園都市支店
◆ 口　　座： 普通3451628
◆ 口座名義： 財団法人いばらき腎バンク
 理事長 大河内 信弘
 （筑波大学消化器外科教授）

銀
行
振
込
先

財団法人いばらき腎バンク事務局／柳田・大塚お問い合せ先
お問い合せ、ご質問等ございましたら、お気軽に事務局までお申し出ください。

さいたま市 株式会社大塚製薬工場

つくば市 大和ハウス工業株式会社

水戸市 （社）茨城県食品衛生協会

水戸市 （社）茨城県ビルメンテナンス協会

牛久市 （株）太田胃散茨城工場

水戸市 茨城県医薬品卸業組合

取手市 ときわクリニック　大塚正一

水戸市 （社）茨城県歯科医師会

古河市 （医）仁寿会総和中央病院

水戸市 茨城県老人福祉施設協議会

水戸市 （社）茨城県獣医師会

水戸市 クリエートメディック株式会社

土浦市 小野薬品工業株式会社

水戸市 （株）コスモ・メディカル

つくば市 旭化成ファーマ株式会社

水戸市 （社）茨城県公共嘱託登記土地家屋調査士協会

日立市 十王ひがし野クリニック

つくば市 株式会社つくばウエルネスリサーチ

筑西市 日水製薬株式会社つくば工場

稲敷市 日本薬品工業株式会社茨城工場

龍ヶ崎市 積水メディカル株式会社つくば工場

渋谷区 ファイザー株式会社

ご協力、ご支援ありがとう御座います 賛助会員

【寄付金募集対象】
当財団の趣旨に賛同し、寄付金としてご支援くださ
る方（賛助会員であるか否かは問いません）
【寄付金額】
金額は問いません、寄付していただける金額を申
し込み用紙にご記載下さい。
【寄付金の目標額】
年間2,000,000円

寄付金

財団法人いばらき腎バンクホームページより「賛
助会員・寄付金 申込書」をプリントしていただき、
事務局宛へ、ＦＡＸもしくは郵送にてお送り下さい。
http://www.ibajinbank.com/sanjyo.shtml

お申し込み方法

※2011年10月21日現在でお申し込みいただいた会員様のみ掲載しております。（順不同、敬称略）

内科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、泌尿器科、
眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、婦人科、ペインクリニック

古河赤十字病院
住所 ： 茨城県古河市下山町1150
TEL ： 0280ｰ23ｰ7111（代）
URL ： http://www.koga.jrc.or. jp/

当院は人道、公平など赤十字精神のもと、皆様の
健康を守る地域の中核医療機関として貢献すると
ともに、災害時の医療チーム派遣など様々な活動を
通じ、地域に貢献しています。

製薬会社

株式会社ツムラ　茨城工場
住所 ： 茨城県稲敷郡阿見町吉原3586
TEL ： 029ｰ889ｰ2122
URL ： http://www.tsumura.co.jp

ツムラ茨城工場は、1983年に竣工。
漢方製剤の工場として世界一の規模と

生産能力を誇り、最新のテクノロジーが採用された
設備・機器が導入されています。

研究所、漢方記念館などを併設しています。

大河内信弘
大塲　正二
会田　真一
須磨崎　亮
小田部　卓
鬼澤　邦夫
高場　勝観
野 　貴雄
黒澤　　斌
小野寺　俊
園部　　眞
山田　保典
高塚　義典
軸屋　智昭
荻津　和良
齊藤　　浩
菊地　　功
山縣　邦弘
小林　正貴
深尾　　立






